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求められる

小は大を兼ねる"の発想

誰もが知っている“大は小を兼ねる"という

成句があります。「大きいものは小さいものの効

用をもあわせ持っている」という意味です(電

子辞書版ス}パ}大辞林)。

毎日の生活の中で確かにそうだなと思うこ

ともありますが，少し皮肉な見方をすれば，そ

れは“無駄遣いの発想"でもあります。“とに

かく大きければよい"というのですから。

実は，望ましい対人関係を築くことを考える

と，むしろ“小は大を兼ねる"あるいは“大は

小からはじまる"という発想の方が正しいので

はないかと思えてきます。それは組織を窮地に

陥れる事故や不祥事を防止するためにも必要な

考え方でもあります。

ところで，特に経済の領域で，我が国は“失

われた10 年"からようやく脱却できるかと思い

きや，海の向こうを震源地にした巨大な津波が

襲ってきました。

経済状況が悪いと，人の心も荒んできます。

その結果，人々の間にストレスが蓄積していき

ます。それが働く意欲を低下させたり，職場の

対人関係に悪化をもたらしたりすることになり

ます。さらに，組織の問題として事故や不祥事

も起こりやすくなるでしょう O

また，この10 年間は自殺者が 3万人を超える

という深刻な事態が続いています。こうした時

期にこそ“小は大を兼ねる"という“逆転の発

想"の大事さを強調したいと思います。

そこで今回は“小からはじまる" 4 つのポイ

ントを紹介しましょう(図)。

小からはじまる対人関係

%、さな親切運動"と呼ばれる運動があります。

この運動は，小さな親切を積み重ねて世の中を

良くしていこうという趣旨で始められました。

もう 40 年以上も続いていますが，スタート間も

なくしてから“小さな親切 大きなお世話"と

言ってちゃかすような風潮が生まれました。実

に寂しいことだと思います。これでは人と人と

の関に温かい関係は生まれません。私たちが大

事にしなければいけないのは“小さな親切"に
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1 .小さな 親切に大きな感謝で応える

2 .小さなことに気づいて褒める

3. 問題が小さなうちにきちんと対応する

4. 小さなことを率直に伝える

“小か5 はじまる" 4 つのポイント

“大きな感謝"で応えることでしょう O それでは

じめてお互いが気持ち良い関係になるのです。

この発想を少しばかり進めると，職場の“あ

いさつ運動"にもつながります。朝はもちろん

昼間でも夕方や夜でも，その時に応じたあいさ

つことばがあります。こちらから率先してあい

さつすると，それに対して相手からも反応が

返ってくるでしょう O それで、またうれしくなり

ます。良好な対人関係を築くには，こうした基

本的な働き掛けとそれに対する反応が欠かせな

いのです。“みんなが気持ち良くあいさつしてい

ますよ"。そんな職場ばかりだといいのですが，

現実にはこの辺りが怪しいところも結構あるよ

うです。まずは“小"からはじまる対人関係を

築いていきましょう O

小からはじまるリーダーシッブ

多くの人が“褒めることはリ}ダーシップ

の基本だと言います。しかし ただ“褒めれば

いい"というものではありません。それが効果

を持つためには条件があるのです。その一つは

“小さなことを褒める"ということです。大き

なことは誰もが褒めてくれます。だからその人

をあなたが褒めても 100 分の 1や200 分の 1 の感

動しか生み出さないかもしれません。
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これに対して，誰もが気づかないことを褒め

られたらどうでしょう O “あの人はこんな小さ

なところまで見てくれている"。そんな気持ち

になって心が動くのではないでしょうか。“小

さなことに気づいて褒めるからこそ大きな効果

がある"のです。このように言うと，“小さな

ことで良ければいつでも褒められる"などと安

心してはいけません O 小さなことだからこそ，

リ}ダ}にはそれに気づく感受性が求められる

のです。そして 褒めた相手が喜んでくれる，

しっかり意欲的になってくれる O そんな姿を見

ればリーダ}自身も元気になるのです。

いかがでしょうか。ここでも“小は大を兼ね

る"の発想が有効だと思いませんか。

小からはじまる事故と不祥事

組織の安全に責任を持っている方であれば，

“ハインリッヒの法則 をお開きになったことが

あるでしょう O 名前の由来であるハインリッヒ

氏は旅行保険会社の技術・調査部に勤めていま

した。その彼が労働災害について統計的な研究

を進め，事故に関する“ 1 : 29 : 300" の法則を

見いだしたのです。

この 3つの数値は 1件の重大事故 (accident)

の背後には29 件の軽微な事故 Gncidents) が



起こっており，さらに300 件の報告されなかっ

た出来事 (unreported occurrences) が発生し

ていたことを示しています。

最後の“unreported occurrences" は，いわ

ゆる ヒヤリハット に近いものだと考えてい

いでしょう O もっとも我が国では“ヒヤリハッ

ト"をみんなで共有することの大事さが強調さ

れています。その意味では “ヒヤリハット"は

ハインリッヒ氏の言う“報告されなかった出来

事"には当たらないかもしれません。

ともあれ札，

事　故　(問　題)"は　”小さな事柄（　問題)"からはじ

まつていることを明らかにしているわけでで、すO

事故や不祥事と言えば規則やマニユアル違

反が問題になりますO また 納期やコストの問

題，あるいは単純に忙しいといった理由で，小

さな違反をしてしまう O 規則やマニュアルは，

ある程度の余裕を持ってつくられています。そ

のため，少々の違反では何の支障も起こらない

ことが多いものです。

しかしそれが大きな落とし穴になるのです。

最初は小さな違反が，時間と共に，その逸脱範

囲を拡大していく O “ちょっとくらいいいじゃ

ない…"。私たちはこうした悪魔のささやきに

弱いのです。そして いつの日にか限界に達し

て，取り返しのつかないことになってしまうの

です。“大は小からはじまる"のです。

小からはじまる

ストレート・コミュニケーション
不まじめな話だと眉をしかめられるかもしれ

ませんが，私は“職場に鼻クソ関係を築きましょ

う"と言っています。同僚と“おはよう"と元

気よくあいさつを交わします。その時，相手の

鼻に鼻クソがついていたら あなたはどうしま

すか。“○○　さん 鼻クソがついてるよ"と何

の抵抗もなく言えますか。

もし，同僚の誰にでもそれが言えるようでし

たら，職場の対人関係の基礎は出来上がってい

ると考えていいでしょう O ここで，“今，言っ

てあげた方がいいけれど私が言うのもね。誰

か言わないかしら"などと思うことはありませ

んか。そんな時は，職場が“誰か言わないかな

症候群"にかかっている可能性を疑いましょう O

事故やトラブルの後で，多くの関係者たちが

“実は問題には気づいていました。でも，それ

を私が言うのもどうかなという思いがありまし

た。そして，誰か言わないかなあと…"といっ

た告白をします。みんなまずいなと思いながら，

誰も言わなかったのです。これが“誰か言わな

いかな症候群"です。

このような話を開くと関係者全員を責めたく

なります。しかし，それは個々人の問題という

よりは，職場集団の規範を変える必要があるの

です。“言いたいことが言えない"“言っても開

いてもらえない"。メンバーがそんな気持ちを

持っている組織では 誰だって発言を控えるに

違いありません。

いずれにしても“鼻クソ関係"のような“言

いにくいことを言ってあげる"という行動の積

み重ねが，大きな事故や災害を防ぐことになる

のです。ストレ}ト・コミュニケ}ションも

“小さなこと"をタイミングよく伝えることから

はじまるのです。
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